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2 ●

判
員
制
度
」
と
は
、
ど
の
よ
う

度
で
す
か
。

と
、
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
６
人
の
方
（
裁
判
員
）
に
、
地
方
裁
判
所
で

行
わ
れ
る
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
３

人
の
裁
判
官
と
一
緒
に
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪

か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か

を
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。
こ
の
導
入
に
よ

り
、
裁
判
の
進
め
方
や
そ
の
内
容
に
国
民
の
視

点･

感
覚
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
、
裁
判
全
体
へ

の
国
民
の
理
解
が
深
ま
り
、
裁
判
が
よ
り
身
近

に
感
じ
ら
れ
、
司
法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い

れ
て
い
る
の
で
す
。

よ
う
な
事
件
の
刑
事
裁
判
に

員
が
参
加
す
る
の
で
す
か
。

犯
罪
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）
②
強
盗
に
よ
り
、

人
に
け
が
を
負
わ
せ
、
ま
た
は
死
亡
さ
せ
た

場
合
（
強
盗
致
死
傷
）
③
人
に
け
が
を
負
わ
せ
、

死
亡
さ
せ
た
場
合
（
傷
害
致
死
）
④
ひ
ど
く
酒

に
酔
っ
た
状
態
で
、
自
動
車
を
運
転
し
て
人
を

ひ
き
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
危
険
運
転
致
死
）
⑤

人
家
に
放
火
し
た
場
合
（
現
住
建
造
物
等
放
火
）

⑥
身
の
代
金
目
的
で
、人
を
誘
拐
し
た
場
合
（
身

の
代
金
目
的
誘
拐
）
⑦
子
ど
も
に
食
事
を
与
え

ず
、
放
置
し
て
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
保
護
責
任

者
遺
棄
致
死
）―

―

な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
事
件
で
あ
っ
て
も
、
被
告
人
の
言
動
等

に
よ
り
、
裁
判
員
や
そ
の
家
族
に
危
害
が
加
え

ら
れ
た
り
、
生
活
の
平
穏
が
著
し
く
侵
害
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
事
件
は
、
裁
判
官
の
み
で
裁
判

り
ま
す
。

員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば

の
で
す
か
。

議
院
議
員
の
選
挙
権
の
あ
る

方
（
有
権
者
）
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
裁
判

員
の
選
任
ま
で
に
は
①
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の

作
成
（
１
年
ご
と
）
②
裁
判
員
裁
判
の
対
象
事

件
ご
と
、
く
じ
引
き
に
よ
る
裁
判
員
候
補
者
の

選
定
（
裁
判
の
６
週
間
〜
８
週
間
前
）
と
裁
判

員
候
補
者
へ
の
呼
び
出
し
状
の
送
付
③
最
寄
り

の
地
方
裁
判
所
（
水
戸
地
方
裁
判
所
）
に
出
向

い
て
の
選
任
手
続
き
（
裁
判
当
日
の
午
前
中
）
④

裁
判
員
候
補
者
の
中
か
ら
の
６
人
の
裁
判
員
の

選
任
（
裁
判
員
に
な
れ
な
い
理
由
が
あ
る
方
や

辞
退
が
認
め
ら
れ
た
方
を
除
く
）―

―

と
い
う

流
れ
が
あ
り
、
通
常
、
午
後
に
は
裁
判
が
始
め

り
ま
す
。

者
か
ら
裁
判
員
ま
た
は
裁
判

補
者
に
選
ば
れ
る
確
率
は
。

の
た
め
に
何
人
の
裁
判
員
候

補
者
が
選
ば
れ
る
か
は
、
個
々
の
事
件
ご
と
、

裁
判
所
が
決
め
ま
す
（
通
常
50
人
程
度
、
審

理
に
多
く
の
日
数
を
要
す
る
事
件
は
１
０
０
人

程
度
）。
例
え
ば
、
平
成
17
年
の
一
年
間
に
裁

判
員
裁
判
の
対
象
と
な
る
事
件
が
全
国
で
約

３
６
０
０
件
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
試
算
し
た

場
合
、
全
国
で
年
間
18
万
人
〜
36
万
人
の
方

が
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
確
率
で
い
え
ば
、
国
内
全
有
権
者
の
う
ち
、

裁
判
員
裁
判
の
対
象
事
件
ご
と
に
裁
判
員
候
補

者
と
し
て
裁
判
所
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
る
方
は

年
間
で
約
３
０
０
〜
６
０
０
人
に
１
人
程
度
（
国

内
全
有
権
者
の
０･

18
％
〜
０･

35
％
）、
実
際
に

裁
判
に
参
加
す
る
の
は
約
３
５
０
０
人
に
１
人

）
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

員
の
選
任
に
際
し
、
辞
退
す

と
は
で
き
る
の
で
す
か
。

は
、
特
定
の
職
業
や
立
場
の

人
に
偏
ら
ず
、
広
く
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

も
ら
う
制
度
で
す
の
で
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と

を
辞
退
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
そ
の
負
担
が
過
重
な
も
の
と
な
ら
な

い
よ
う
に
と
の
配
慮
等
に
よ
り
、
例
え
ば
、
70

歳
以
上
の
方
や
学
生･

生
徒
、
重
い
疾
病･

傷
害

を
患
っ
て
い
る
方
、
親
族
を
介
護･

養
育
中
の
方
、

仕
事
上
の
重
要
な
用
務
を
自
ら
処
理
し
な
い
と

著
し
い
損
害
が
生
じ
る
場
合
（
仕
事
が
単
に
多

忙
と
い
う
理
由
は
不
可
）、
父
母
の
葬
式
へ
の
出

席
ほ
か
社
会
生
活
上
の
重
要
な
用
務
が
あ
る
場

合
な
ど
、
法
律
（
裁
判
員
法
）
等
で
定
め
る
辞

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と

る
の
で
す
か
。

安
心
し
て
裁
判
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
や
す
く
す

る
た
め
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

？？
0202

？？
0303

？？
0404

？？
0505

？？
0606

「
裁
判
員
制
度
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か―

―

。

「
裁
判
員
制
度
」
と
は
、、
国
民
が
裁
判
員
と
な
っ
て
刑
事
裁
判
に
参

加
し
、
被
告
人
の
刑
罰
（
有
罪･
無
罪
、
量
刑
等
）
に
つ
い
て
裁
判
官
と

一
緒
に
決
め
る
制
度
の
こ
と
で
、
欧
米
諸
国
な
ど
広
く
海
外
で
も
行
わ

れ
て
い
る
、〝
国
民
の
司
法
参
加
を
実
現
す
る
〞
仕
組
み
の
一
つ
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
16
年
５
月
28
日
公
布
の
「
裁
判
員
の
参
加
す
る

刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
裁
判
員
法
）」
に
基
づ
き
、
今
か
ら
約
１
年

後
の
平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
協
力
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
解

普
及
と
、
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
へ
の
負
担･

不
安
を
解
消
し
て

い
く
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
去
る
１
月
22
日

･

23
日
の
両
日
に
は
、
東
海
村
役
場
で
も
、
管
理
職
等
に
あ
る
職
員
（
延

べ
１
４
７
人
）
を
対
象
と
し
た
、
水
戸
地
方
検
察
庁
に
よ
る
「
裁
判
員

制
度
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
今
月
の
「
広
報
と
う
か
い
」
で
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
20
歳

以
上
の
方
な
ら
ば
誰
し
も
裁
判
員
と
な
り
得
る
こ
の
制
度
に
対
す
る
知

識
を
深
め
、
疑
問
を
解
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
Ｑ
＆
Ａ
（
質
疑
応
答
）

形
式
で
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。



へ
の
参
加
に
際
し
会
社
を
休

と
で
、
不
利
益
な
扱
い
を
受

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

法
律
（
労
働
基
準
法
）
上
、
裁
判
員
に
選
ば

れ
た
方
が
必
要
な
休
暇
を
取
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
裁
判
員
法
で
は
、
裁

判
員
と
し
て
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
を
理
由
に
解

雇
等
の
不
利
益
な
扱
い
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し

て
い
ま
す
（
裁
判
員
候
補
者
が
選
任
手
続
き
の

た
め
に
裁
判
所
に
出
向
く
場
合
も
同
様
で
す
）。

な
お
、
企
業
等
の
使
用
者
の
方
々
に
は
、
労
働

者
が
裁
判
員
と
な
る
こ
と
の
理
解
と
裁
判
に
参

づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

員
に
な
っ
た
ら
、
何
日
ぐ
ら

判
に
参
加
す
る
の
で
す
か
。

裁
判
所
に
出
向
く
日
数
は
事

件
の
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
一
概
に

は
言
え
ま
せ
ん
。
裁
判
員
裁
判
で
は
、
法
廷
で

の
審
理
の
前
に
裁
判
官･

検
察
官･

弁
護
人
の
三

者
で
事
件
の
争
点
や
証
拠
を
整
理
し
、
審
理
計

画
を
明
確
に
す
る
た
め
の
手
続
き
（
公
判
前
整

理
手
続
）
が
行
わ
れ
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
速

や
か
な
裁
判
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
連
日
的
に
開
廷
す
る
こ
と

に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
約
７
割
の
事
件
は

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

員
裁
判
は
、
一
日
当
た
り
何

ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

時
間
の
裁
判
を
行
う
か
は
、

事
件
の
内
容
や
裁
判
員
の
負
担
な
ど
も
考
慮
し

て
、
そ
の
都
度
決
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
丸
一
日
か
か
る
事
件
で
あ
っ
て
も
、
昼

食
時
間
は
当
然
あ
り
ま
す
の
で
、
実
際
に
裁
判

が
行
わ
れ
る
時
間
は
、
通
常
５
時
間
〜
６
時
間

程
度
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
裁
判
所
に
出

向
い
た
場
合
に
は
、
昼
食
代
等
の
費
用
を
補
て

ん
す
る
た
め
の
日
当
（
裁
判
所
に
出
向
く
こ
と

に
よ
り
受
け
る
損
失
を
一
定
の
限
度
額
内
で
補

償
す
る
も
の
）
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

）。
所
に
出
向
く
際
の
交
通
費
は

さ
れ
る
の
で
す
か
。

向
い
た
日
数
に
応
じ
、
日
当
や

交
通
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
所
か

ら
家
が
遠
い
な
ど
の
理
由
で
宿
泊
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
に
は
、
宿
泊
料
も
支
払
わ
れ
ま

す
。
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
裁
判
所
に
出
向
い

た
場
合
も
、
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
た
か
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、同
様
に
支
払
わ
れ
ま
す
。な
お
、

日
当
の
額
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
は
一
日
当

た
り
８
０
０
０
円
以
内
、
裁
判
員
ま
た
は
補
充

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
方
は
、
一
日
当
た
り
１
万

れ
て
い
ま
す
。

員
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
を
家

に
話
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
か
。

ば
れ
た
こ
と
を
身
近
な
人
に
話

す
こ
と
は
構
い
ま
せ
ん
が
、
法
律
（
裁
判
員
法
）

上
、
誰
で
あ
ろ
う
と
も
、
名
前･

住
所
な
ど
裁
判

員
で
あ
る
こ
と
を
特
定
す
る
に
足
り
る
情
報
を

公
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
裁
判

員
自
身
が
自
分
が
裁
判
員
で
あ
る
こ
と
を
公
に

す
る
場
合
を
含
む
）。
こ
れ
は
、
裁
判
員
へ
の
接

触
や
働
き
掛
け
を
防
ぎ
、
裁
判
員
自
身
の
平
穏

を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
裁
判
員
裁
判
の
公
正

さ
を
確
保
す
る
目
的
も
あ
る
か
ら
で
す
。
例
え

ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
が
裁
判
員
に
な

っ
た
こ
と
を
公
表
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
日
常
生
活
の
中
で
家
族
や
親
し
い
人
に
話

す
こ
と
ま
で
は
禁
止
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
裁

判
員
と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
た
後
に
、
自
分

が
裁
判
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
公
に
す
る
こ
と
ま

い
ま
せ
ん
。

員
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
を
勤

に
話
す
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
、
休

暇
を
取
得
す
る
た
め
に
勤
務
先
の
上
司
等
に
話

す
こ
と
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ

の
報
告
を
受
け
た
上
司
が
使
用
者
に
報
告
す
る

こ
と
も
、
必
要
な
範
囲
内
で
あ
り
、
公
に
す
る

よ
う
な
こ
と
が
な
け
れ
ば
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
積
極
的
に
上
司
等
に
相
談
し
て
、

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

員
に
守
秘
義
務
は
あ
る
の
で

は
①
「
冒
頭
手
続
」
②
「
審
理
」

③
「
評
議
」
④
「
判
決
手
続
」―

―

と
い
う
４

つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
秘
密
に
は
、「
評
議
」

の
中
で
、
他
の
裁
判
員
や
裁
判
官
が
ど
の
よ
う

な
意
見
を
述
べ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
結
論
に
達
し
た
か
な
ど
の
ほ
か
、
裁
判
員
に

な
っ
て
初
め
て
知
り
得
た
事
件
関
係
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
や
他
の
裁
判
員
の
氏
名
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
裁
判
員
に
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
裁
判
の
公
正
さ
や
そ
の
信
頼
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、「
評
議
」
で
裁
判
員
や
裁
判
官

が
自
由
な
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

す
。
な
お
、
裁
判
員
と
し
て
の
守
秘
義
務
は
、

裁
判
に
参
加
し
て
い
る
間
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
務
め
を
果
た
し
た
後
も
守
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
（
違
反
し
た
場
合
は
刑
罰
が
科
せ
ら
れ

る
こ
と

の
知
識
が
な
く
て
も
、
裁
判

務
ま
り
ま
す
か
。

廷
で
の
証
人
の
証
言
等
の
証

拠
に
基
づ
き
、
他
の
裁
判
員
や
裁
判
官
と
と
も

に
議
論
を
尽
く
す
「
評
議
」
を
通
し
て
、
被
告
人

が
有
罪
か
無
罪
か
を
判
断
し
ま
す
（「
問
01
」

13
」
参
照
）。
そ
の
判
断
の
前
提
と
し
て
法
律

の
知
識
が
必
要
な
場
合
は
、
裁
判
官
か
ら
分

り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
す
の
で
、
特
に
心
配

せ
ん
。

員
に
な
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル

込
ま
れ
た
り
し
ま
せ
ん
か

前
や
住
所
な
ど
の
情
報
は
、

に
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（「
問

「
問
12
」
参
照
）。
ま
た
、
事
件
に
関
し
て
裁

員
に
接
触
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

裁
判
員
に
頼
み
事
を
し
た
り
、
裁
判
員
や
そ

家
族
を
脅
し
た
者
に
は
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る

と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た

20
万
円
以
下
の
罰
金
）。
な
お
、
裁
判
員
や
そ

親
族
に
危
害
が
加
え
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、

判
員
の
関
与
が
非
常
に
難
し
い
よ
う
な
ご
く

外
的
な
事
件
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
が
加
わ

ず
、
裁
判
官
だ
け
で
裁
判
を
進
め
る
こ
と
に

参
照
）。

判
員
制
度
」
に
関
し
、
よ
り

知
り
た
い
と
き
は
…
…
。

が
運
営･

管
理
す
る
「
裁

員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」（h

ttp://w
w

saib
an
in
.cou
rts.g
o.jp
/

）
を
ご
覧
に
な
る

水
戸
地
方
裁
判
所
（
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

224
局
８
４
０
８
）
ま
た
は
水
戸
地
方
検
察
庁

画
調
査
課 

☎
227
局
９
８
５
８
）へ
お
問
い
合

私の言葉で参加します。
裁判員制度キャッチフレーズ（2005年９月選定）

？？
0707

？？
0808

？？
0909

？？
1010

？？
1111

？？
1212

？？
1313

？？
1515

？？
1616

？？
1414
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昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
東
海
村
ま
た
は
近
隣

市
町
村
に
居
住･

通
勤
可
能
な
大
学
卒
業（
卒

業
見
込
み
）の
方

７
月
20
日（
日
）の
午
前
10
時
か
ら
午
後
２

時
30
分
ま
で（
午
前
９
時
受
け
付
け
開
始
）、

茨
城
大
学（
水
戸
市
文
京
２
‐
１
‐
１
）で
教

養
試
験
と
作
文
試
験
を
行
い
ま
す
。
※
会
場

へ
の
自
家
用
車
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

８
月
30
日（
土
）･

31
日（
日
）の
い
ず
れ
か
指

定
さ
れ
た
日
時
に
東
海
村
役
場
で
口
述
試
験

と
適
性
検
査
を
行
い
ま
す
。

申
込
書
の
請
求
▼
申
込
書
は
、
総
務
部
人
事

課
窓
口（
役
場
行
政
棟
３
階
）ま
で
直
接
取
り

に
来
る
か
、
ま
た
は
郵
便
に
よ
り
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請

求
」と
朱
書
き
の
上
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
記

載
し
た
任
意
の
用
紙
、
１
４
０
円
分
の
切
手

を
張
っ
た
返
信
用
の
封
筒（
角
形
２
号
、
返
信

先
を
明
記
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
等
▼
受
験
申
し
込
み
時
に
①
申
込

書（
顔
写
真
を
添
付
）１
部
②
履
歴
書（
最
近

３
か
月
以
内
に
撮
影
の
顔
写
真
を
添
付
）１
部

③
大
学
卒
業（
卒
業
見
込
み
）証
明
書
１
部
④

成
績
証
明
書（
卒
業
見
込
み
の
方
は
直
近
の
も

の
）１
部
⑤
資
格
免
許
等
の
写
し（
申
込
書
の

検
定
資
格
免
許
欄
に
記
載
し
た
も
の
に
つ
い

て
の
写
し
を
そ
れ
ぞ
れ
１
部
）―

―

を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
受
験
料（
身
体
検
査
費
用
を
除
く
）

は
不
要
で
す
。

５
月
30
日（
金
）ま
で
の
土･

日
曜
日
を
除

く
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
、
総
務
部
人
事
課
窓
口
へ
提
出
書
類
等
一

式
を
直
接
お
持
ち
に
な
る
か
、
郵
送（
簡
易

書
留
等
確
実
な
方
法
で
５
月
30
日
ま
で
に

必
着
）に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
書
類

審
査
の
上
、
受
験
申
し
込
み
を
受
理
し
た
方

に
は
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
詳
し
く

は
、
総
務
部
人
事
課
人
事
担
当（
〒
３
１
９

‐
１
１
９
２ 

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７

番
１
号 

☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
２
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
試
験

の
詳
細
は
東
海
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
人
事
課

h
ttp
://w
w
w
.v
ill.to

k
a
i.ib
a
ra
k
i.jp
/jin
ji/

）

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

平
成
平
成
2121
年
４
月
１
日
付
採
用
予
定

年
４
月
１
日
付
採
用
予
定

東
海
村
職
員

東
海
村
職
員（
一
般
事
務
）

（
一
般
事
務
）
採
用
試
験

採
用
試
験
のの
ご
案
内

ご
案
内

一
般
行
政
事
務
に
従
事
す
る
職
員
（
８
人
程
度
）
を
募
集
し
ま
す

一
般
行
政
事
務
に
従
事
す
る
職
員
（
８
人
程
度
）
を
募
集
し
ま
す

受
験
資
格

第
１
次
試
験
の
日
時･

会
場

第
２
次
試
験
の
日
時･

会
場

受
験
手
続
き

申
し
込
み･
問
合
せ

「
中
丸
学
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
会
」
で
は
、「
中

丸
学
童
ク
ラ
ブ
」（
村
松
２
１
２
４
‐
８
９
）
で

中
丸
小
学
校
の
放
課
後
児
童
の
保
護･

育
成
に

従
事
す
る
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

雇
用
要
件
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
祝
日

を
除
く
）
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
午
後
２
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
勤
務
で
き
る
方
（
２
、３
人
程

度
）。
※
雇
用
に
際
し
て
は
、
教
員
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
の
免
許
、
保
育
士
の
資
格
の
い
ず
れ

か
を
取
得
済
み
の
方
、
子
育
て
の
経
験
が
あ
る

方
を
優
先
し
ま
す
。

賃
金
▼
教
員
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
、

保
育
士
の
資
格
の
い
ず
れ
か
を
取
得
済
み
の

方
…
時
給
１
０
２
０
円　

前
記
以
外
の
方
…
時

給
８
２
０
円

申
し
込
み･

問
合
せ
▼
５
月
31
日
（
土
）
ま
で

に
、
中
丸
学
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
会
会
長
の
齋

藤
志
穂
さ
ん
（
午
後
６
時
以
降･

☎
０
９
０
‐

４
３
７
６
‐
２
２
８
０
）
ま
た
は
鈴
木
さ
ち
よ

さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
７
８
０
２
‐
３
５
７
５
）
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
の
夏
休
み

等
の
期
間
中
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
勤
務
で
き
る
方
の
申
し
込

み
も
併
せ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
中
丸
学
童
ク
ラ
ブ
」

「
中
丸
学
童
ク
ラ
ブ
」でで
放
課
後
児
童

放
課
後
児
童
のの
指
導
員

指
導
員
をを
募
集
募
集

社
団
法
人
東
海

村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
よ

り
住
民
の
皆
さ
ん
の

手
元
に
お
届
け
し
て

き
た
、
毎
月
10
日
と

25
日
に
発
行
の
村
の

広
報
紙「
広
報
と
う

か
い
」―

―

。
こ
れ
ま
で
は
、

各
発
行
日
を
含
め
３
日
以
内

に
配
布
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
、
そ
の
期
間
中
の
天
気
が
雨
の
場
合
な
ど
、

広
報
紙
を
各
戸
の
ポ
ス
ト
等
に
入
れ
た
後
に
濡

れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
広
報
紙
を

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
か
、
ま
た
は
配
布
自
体

を
見
合
わ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
併
せ
て
試
み
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
れ
に「
広
報
紙
が
濡
れ

て
し
ま
っ
て
い
て
、
読
め
る
よ
う
な
状
態
に
な

い
」な
ど
の
声
が
聴
か
れ
、
依
然
ご
不
便
を
お

掛
け
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
た

め
、
今
後
は
、
雨
の
日
を
は
じ
め
、
天
気
が
下

り
坂
に
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
広
報
紙
の
配

布
を
一
時
見
合
わ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
皆
さ
ん
へ

の
お
届
け
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
紙（
最
新
号
）を
い
ち
早
く
お
読
み
に
な

り
た
い
方
は
▼
各
発
行
日
の
午
後
に
は
、
主
な

公
共
施
設
で
最
新
号
を
ご
覧
、
お
持
ち
帰
り
に

な
れ
る
用
意
が
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
お
出
掛

け
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
広
報
紙
の
配
布
の
こ
と
で
お
気
付

き
の
点
は
、
総
務
部
総
務
課
広
報
担
当（
☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
１
５
）ま
た
は
社
団
法

人
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

３
４
４
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

見合わせます見合わせます
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「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」は
、
漏
れ
や
間
違
い
が
あ
っ
た

場
合
も
、
な
か
っ
た
場
合
も
、
必
ず
回
答
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
３
月
ま
で
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が
送
ら
れ
て
き

た
方
は
、記
録
が
漏
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
方
で
す
。

４
月
と
５
月
に
は
、
３
月
ま
で
に
送
ら
れ
て
き
た
人
を

除
く
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が

送
付
さ
れ
ま
す
。
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、
３
月

ま
で
に
送
ら
れ
て
き
た
人
を
除
く
す
べ
て
の
現
役
加
入

者
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。
自
分
の

加
入
記
録
を
よ
く
確
認
し
、必
ず
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

（
☎
０
５
７
０

‐
０
５
８
‐
５
５
５
）

●
受
付
時
間 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時

〜
午
後
８
時
、
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
水
戸
北
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
相
談
実
施
日　

水
戸
北
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
６
月
ま
で
の
土･

日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
５
月
10
日（
土
）･

11
日(

日)･

24
日（
土
）･

25
日（
日
）

･

31
日（
土
）、
６
月
14
日（
土
）･

21
日（
土
）･

22
日（
日
）

の
そ
れ
ぞ
れ
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
に
も
相
談

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い（
５
月

24
日（
土
）･

25
日（
日
）･

31
日（
土
）に
つ
き
ま
し
て
は
、

相
談
に
対
す
る
回
答
は
後
日
と
な
り
ま
す
）。

●
問

合

せ 

水
戸
北
社
会
保
険
事
務
所（
☎
231
局

２
３
８
１
）、
東
海
村
福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年

金
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
３
）

国
民
年
金

だ 

よ 

り

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」は

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」は

必
ず
回
答
し
ま
し
ょ
う

必
ず
回
答
し
ま
し
ょ
う

５月19日（月）から25日（日）まで５月19日（月）から25日（日）まで

春の行政相談週間春の行政相談週間
　５月19日(月)から25日(日)までは、「春の　５月19日(月)から25日(日)までは、「春の

行政相談週間」です。総務省で行っている行行政相談週間」です。総務省で行っている行

政相談制度について、より多くの皆さんに政相談制度について、より多くの皆さんに

知っていただくため、毎年５月と10月に実知っていただくため、毎年５月と10月に実

施しています。「分かりづらい道路案内標識施しています。「分かりづらい道路案内標識

を改善してほしい」など、毎日の生活の中でを改善してほしい」など、毎日の生活の中で

行政に対して望んでいることや困っているこ行政に対して望んでいることや困っているこ

となどがありましたら、行政相談委員へご相となどがありましたら、行政相談委員へご相

談ください。談ください。

　村では、川松文夫さん（☎282-3756）、鈴木　村では、川松文夫さん（☎282-3756）、鈴木

朝美さん（☎282-0439）の２人の行政相談委員朝美さん（☎282-0439）の２人の行政相談委員

が、心配ごと相談の一環として活動しています。が、心配ごと相談の一環として活動しています。

なお相談は、心配ごと相談所などで受け付けなお相談は、心配ごと相談所などで受け付け

ていますので、お気軽にご相談ください。相談ていますので、お気軽にご相談ください。相談

は無料で、相談内容の秘密は厳守されます。は無料で、相談内容の秘密は厳守されます。

●●日　　時日　　時  毎週金曜日　午前10時～午後毎週金曜日　午前10時～午後

２時２時

●●場　　所場　　所  心配ごと相談所（東海村総合福心配ごと相談所（東海村総合福

祉センター ｢絆｣内）祉センター ｢絆｣内）

●●問 合 せ問 合 せ  総務部自治推進課村民相談室総務部自治推進課村民相談室

（☎282-1711　内線1276）（☎282-1711　内線1276）

　児童手当とは、家庭生活の安定と児童の健全

育成や資質向上を図ることを目的として、児童

を養育している方に養育費を支援する制度です。

家計の中心者（＝受給者）の前年の所得額が所得

制限限度額に満たない場合に受けられます。

●支給対象 12歳到達後最初の３月31日まで

の児童（小学校を卒業するまで）

●支給額（月額） ３歳未満の児童…10,000円

３歳以上の児童で第１子･第２子…5,000円

３歳以上の児童で第３子以降…10,000円

児童手当を受給している方へ

　平成20年６月に現況届の手続き（引き続き児童手

当を受ける条件を満たしているかどうかを確認す

るもの）が必要となります。現在、児童手当を受給

している方には、６月10日以降に現況届を郵送する

予定ですので、期限までの手続きをお願いします。

なお、現況届の提出がない場合、６月分以降の手

当を受給できなくなりますので、ご注意ください。

児童手当を受給していない方へ

　児童手当が受給できるかどうかは、平成19年分の

所得により判定されますので、これまで所得制限によ

り支給されなかった方も、平成20年５月分より支給対

象となる可能性があります。手当は請求のあった翌月

から支給されますが、支給対象になっていても申請

がなければ受給できませんので、ご注意ください。

●問 合 せ 福祉部社会福祉課子育て支援担当

（☎282-1711　内線1185）

児童手当制度について児童手当制度について
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４
月
10
日
に
発
行
の
「
広
報
と
う
か
い
」
か
ら

連
載
が
ス
タ
ー
ト
し
た「
エ
コ
ラ
イ
フ
の
す
す
め
」。

先
月
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
可
燃
ご
み
の
量
を
減
ら
し
て
焼
却
時
に

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
い

て
触
れ
ま
し
た
。
で
は
な
ぜ
、
可
燃
ご
み
の
量
を

減
ら
す
と
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
る
の
で

し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
炭
素
を
含
む
物
質
（
石
油･

石

炭･

木
材
等
）
が
燃
焼
す
る
と
、
空
気
中
の
酸
素
と
化
合

し
て
（
炭
素
が
酸
化
し
て
）
二
酸
化
炭
素
が
で
き
る
か
ら

で
す
。
皆
さ
ん
も
、
中
学
校
の
授
業
で
習
っ
た
記
憶
が

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
話
が
そ
れ
ま
し
た
が
、
東
海
村
か
ら
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
う
ち
、
10
％
以
上
は
可
燃
ご
み

の
焼
却
に
伴
う
も
の
で
（
平
成
19
年
度
東
海
村
二
酸
化
炭
素
排

出
量
実
態
調
査
）、
ご
み
減
量
化
の
た
め
に
は
①
資
源
の
採
取
や

ご
み
の
排
出
そ
の
も
の
を
減
ら
す
「
排
出
抑
制
」（
リ
デ
ュ
ー
ス

（R
educe

）」
②
使
え
る
う
ち
は
繰
り
返
し
使
う
「
再
使
用
」（
リ
ユ

ー
ス
（R

euse

）」③
ご
み
に
な
っ
た
ら
資
源
と
し
て
活
用
す
る「
再

利
用
」（
リ
サ
イ
ク
ル
（R

ecycle

）」―
―

と
い
う
３
つ
の
方
法
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
取
っ
て
「
３
Ｒ
」
と
呼
び
、「
リ
デ
ュ
ー
ス
」

よ
り
は
「
リ
ユ
ー
ス
」「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
、
人
の
手
を
入
れ
て
い
く

度
合
い
が
大
き
く
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
や
環
境
負
荷
が

増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
順
に
従
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
シ
リ
ー
ズ
２
回
目
と
な
る
今
月
は
、「
リ
デ
ュ
ー
ス
」
に

係
る
取
り
組
み
の
う
ち
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
つ
な
が
る
「
マ
イ
バ

ッ
グ
」の
利
用
推
進
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

お
買
い
物
の
際
は
、「
マ
イ
バ
ッ
グ
」
の
持
参･

利
用
を
！

皆
さ
ん
が
お
店
か
ら
無
料
で
も
ら
う
レ
ジ
袋―

―

あ
る
調
査

に
よ
る
と
、
４
人
家
族
の
家
庭
に
対
し
配
ら
れ
る
買
い
物
の
際
の

レ
ジ
袋
は
１
か
月
で
60
枚
。
こ
の
う
ち
再
利
用
さ
れ
る
の
は
、
約

４
分
の
１
程
度
の
15
枚
で
、
残
り
の
45
枚
は
ご
み
と
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。〝
再
利
用
す
る
か
ら
レ
ジ
袋
は
必
要
だ
〞
と
の
声
も

聴
か
れ
ま
す
が
、
全
部
は
再
利
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、「
東
海
村
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協

議
会
」（
事
務
局･

経
済
環
境
部
環
境
政
策
課
）
で
は
今
年
も
、
来

る
５
月
30
日
の
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
に
ち
な
み
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ッ
グ
持
参
を
買
い
物
客
に
促
す
「
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
活
動
展
開
し
ま
す
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

隣
町
の
ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、
今
年
２
月
よ
り
、
市
内
約
20
店

舗
で
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
３
月

ま
で
に
買
い
物
客
の
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
率
が
80
％
を
超
え
、
レ

ジ
袋
の
配
布･

使
用
が
控
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
原
油
お
よ
そ

７
万
５
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
（
ド
ラ
ム
缶
３
７
５
本
相
当
）、
二
酸
化

炭
素
換
算
で
１
７
４
ト
ン
の
削
減
効
果
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
や
「
マ
イ
バ
ッ
グ
」
と
い
え
ば
、
見
た
目
も
き
れ
い
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
物
が
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
般
住
民
の
手
に
よ

り
不
要
に
な
っ
た
傘
の
生
地
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
物
な
ど
、
形･

サ
イ
ズ･
素
材
か
ら
機
能
面
ま
で
充
実
し
た
数
多
く
が
見
掛
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

村
で
も
、
昨
年
末
に
は
村

内
全
戸
に
対
し
（
オ
リ
ジ

ナ
ル
）マ
イ
バ
ッ
グ
を
配
布

し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

ご
み
を
可
能
な
限
り
減
ら
し

て
い
く
に
は
、
幾
つ
も
の
小
さ
な
取
り

組
み
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
も
マ

イ
バ
ッ
グ
の
活
用
を
手
始
め
に
、
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
ご
み

の
減
量
化
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

﹇
問
合
せ
﹈
経
済
環
境
部
環
境
政
策
課
環
境
計
画
推
進
室
（
☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
４
５
３
）

東海村は「チーム･マイナス６％」に参加､応援しています

CC
チャプターチャプター

hapterhapter..２２

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
東
海
村
菜
の
花
エ
コ
プ
ラ
ン
」（
代

表
＝
藤
井
学
昭
さ
ん 

事
務
所
＝
白
方
６
０
０
番
地
９ 

☎
282
局

８
５
８
５
）で
は
４
月
22
日
、
菜
の
花
が
一
面
に
咲
く
白
方
地
内
の

畑
地
に
百
塚
保
育
所
の
５
歳
児
21
人
を
招
く
菜
の
花
畑
見
学
会

を
催
し
ま
し
た
。

「
東
海
村
菜
の
花
エ
コ
プ
ラ
ン
」
は
現
在
、
亀
下
と
白
方
地
内

の
３
か
所
の
畑
地
（
約
１
９
８
３
㎡
）で
菜
の
花
を
栽
培
し
、
菜
種

油
を
学
校
給
食
に
提
供
、
食
用
油
と
し
て
使
用
し
た
後
の
廃
食

油
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
を
製
造
し
て
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
小
型
ダ
ン
プ
カ
ー
等
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
代
替
燃

料
と
し
て
使
う
実
証
実
験
な
ど
の
環
境
保
全
活
動
を
村
と
連
携

し
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ―

―

。
続
い
て
の
試
み
と
し
て
、
年
内

に
は
百
塚
保
育
所
に
も
菜
種
油
を
提
供
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
原
料
と
な
る
菜
の
花
を
実
際
に
見
て
も

ら
お
う
と
い
う
の
が
こ
の
日
の
見
学
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
法

人
で
理
事
を
務
め
る
岡
﨑
英
夫
さ
ん（
白
方
）は
、児
童
を
前
に「
こ

の
菜
の
花
で
作
っ
た
油
で
お
い
し
い
給
食
を
食
べ
て
元
気
に
育
っ

て
ね
」
な
ど
と
話
し
、
間
接
的
な
が
ら
も
循
環
型
社
会
（
再
生
利

用
や
再
資
源
化
、
新
規
の
資
源
投
入
を
抑
え
て
環
境
負
荷
の
低

減
を
目
指
す
社
会
）と
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

※イラストレーション「自分の買い物袋をもっていく」出典：「全国地球温暖化防止活動推進センター」ウェブサイト

「東海村菜の花エコプラン」「東海村菜の花エコプラン」がが
百塚保育所百塚保育所児童児童をを菜菜のの花畑花畑へへ。。

菜種油菜種油のの““力力””でで
健健やかなやかな身体身体とと環境環境づくりをづくりを…………
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チ
ャ
ン
ネ
ル

３

　

シ
リ
ー
ズ
３
回
目
と
な
る
今
回
か
ら

は
、
な
ご
み
・
東
海
村
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー（
舟
石
川
駅
東
三
丁
目
９
番
33
号

※
旧
東
海
病
院
跡
）内
に
あ
る「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
実
施
中
の
介
護

予
防
事
業（
①
口こ

う

く

う腔
機
能
改
善
教
室「
元

気
マ
ウ
ス
」②
身
体
機
能
改
善
教
室「
ら

く
ト
レ
」③
閉
じ
こ
も
り
予
防
教
室「
わ

ら
わ
ら
ク
ラ
ブ
」
④
食
生
活
機
能
改
善

教
室「
な
ご
み
食
堂
」⑤
認
知
症
予
防
教

室「
な
ご
み
大
学
」）
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
室
ご
と
に
ご
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
な
ご
み
・
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
で
実
施
の
介
護
予
防
事
業
は
、

65
歳
以
上（
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

を
除
く
）
で
、
村
で
実
施
し
た
総
合
検

診
や
住
民
検
診
で
生
活
機
能
評
価
の
結

果
、
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
が
必
要

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

口
腔
機
能
改
善
教
室「
元
気
マ
ウ
ス
」

　

普
段
、
食
事
を
し
て
い
て
む・

せ・

る・

こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

年
を
取
る
と

と
も
に
、
か
む
・
飲
み
込
む
と
い
う
機

能
が
低
下
し
て
き
た
り
、
歯
の
病
気
に

か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。

　

口
腔
機
能
の
改
善
を
心
掛

け
る
こ
と
は
、
虫
歯
予
防
や
歯
周
病
予

防
だ
け
で
な
く
、
介
護
予
防
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
口
の
お
手
入
れ

方
法
を
知
り
、「
口
の
健
康
」を
保
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

「
元
気
マ
ウ
ス
」（
４
回
／
人
）
で
は
、

口
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
た
方
を
対
象
に
、
実
技
等
を
交
え
な

が
ら「
口
の
健
康
」の
基
本
的
な
知
識
と

し
て
、
歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
の

仕
方
、
食
事
を
お
い
し
く
楽
し
む
た
め

の
体
操
な
ど
を
学
び
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
歯

科
衛
生
士
等
が
作
成
し
指
導
し
ま
す
。

●
問

合

せ 

な
ご
み･
東
海
村
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
部
介
護
福
祉

課
地
域
支
援
室　

☎
287
局
２ニ

コ

ニ

コ

５
２
５
）

　

４
月
か
ら
、
な
ご
み
・
東
海
村
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
な
ご
み
送
迎

サ
ー
ビ
ス
」と
い
う
新
た
な
３
つ
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

①
な
ご
み
で
実
施
す
る「
高
齢
者
通
所

型
介
護
予
防
支
援
事
業
」
参

加
者
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

②
な
ご
み
で
実
施
し
て
い
る「
障

害
者
等
日
中
一
時
支
援
事
業
」

を
利
用
し
、
村
内
小
中
学
校

に
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

③
な
ご
み
・
東
海
村
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
、
村
立
東
海
病
院
、

東
海
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
絆
」
と
い
う
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
３
拠
点（
施
設
）を
結
ぶ
巡
回

型
送
迎
サ
ー
ビ
ス

　

③
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
３
つ
の
施
設
を

利
用
す
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
、
料
金
は
無
料
で
す
。
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
、
お
お
む
ね

30
分
間
隔
で
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

新
た
な
移
動
手
段
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
①
・
②
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

つ
い
て
は
、別
途
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問

合

せ 

な
ご
み･

東
海
村
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
部
介
護
福
祉

課
地
域
支
援
室　

☎
287
局
２ニ

コ

ニ

コ

５
２
５
）

が

始
ま
り
ま
し
た

便　名 なごみ 東海病院 絆

10:30便 10:30発 10:40発 10:50発

11:00便 11:00発 11:10発 11:20発

11:30便 11:30発 11:40発 11:50発

12:00便 12:00発 12:10発 12:20発

12:30便 12:30発 12:40発 12:50発

13:00便 13:00発 13:10発 13:20発

13:30便 13:30発 13:40発 13:50発

14:00便 14:00発 14:10発 14:20発

な
ご
み
送
迎
サ
ー
ビ
ス

な
ご
み
送
迎
サ
ー
ビ
ス

なごみ

絆 東海病院
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照
沼
小
学
校
の
読
書
活
動
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

照
沼
小
学
校
の
読
書
活
動
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

　

文
部
科
学
省
等
主
催
の「
平
成
20
年
度
子
ど
も
読
書

の
日
記
念〝
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
〞」

で
、
村
立
照
沼
小
学
校（
戸
祭
久
則
校
長
、
生
徒
数

１
２
１
人
）
が
渡
海
紀
三
朗･

文
部
科
学
大
臣
よ
り「
平

成
20
年
度
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
表
彰
」
を
受
け
、
全

国
１
３
６
校
の
被
表
彰
校
を
代
表
し
て
、
日
ご
ろ
の
活

動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
民
に
広
く
子
ど
も
の
読
書
活

動
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
が
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め
て
い
こ
う

と
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」で
あ
る
４
月
23
日
に
開
催
さ
れ

た
も
の
。
照
沼
小
学
校
で
は
①
毎
朝
10
分
間
と
授
業
で
週

１
回
１
時
間
の
読
書
②
児
童
に
よ
る
自
主
的
な
図
書
室
管

理
や
読
書
推
進
③
学
校
内
や
幼
稚
園･

保
育
園
で
の
読
み
聞

か
せ
④
村
立･

県
立
図
書
館
等
か
ら
の
本
の
借
用
⑤
学
校
図

書
館
指
導
員
に
よ
る
児
童
へ
の
常
時
対
応―

―

な
ど
の
読

書
活
動
を
平
成
16
年
度
か
ら
多
岐
に
わ
た
り
展
開
、全
校
を

ＶＯＬ .  １０８ＶＯＬ .  １０８

今どきの
青少年

エッセー頑張る
　

僕
は
、
小
学
４
年
生
の
こ
ろ
に
、
こ
の
東
海
乗

馬
少
年
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
ま
だ
団

員
が
少
な
く
、
尾
崎
先
生
に
は
１
対
１
で
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
僕
自
身
も
成
長
が
す
ご
く
早
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
高
い
馬
上
で
姿
勢
を
保
ち
、
両
足
で

馬
の
腹
を
軽
く
圧
迫
さ
せ
な
が
ら
、
馬
に
き
ち
ん

と
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、練
習
を
重
ね
、「
常
歩
」の
２
倍
の
ス
ピ
ー

ド
の「
速
足
」、
３
倍
の
ス
ピ
ー
ド
の「
駈
足
」を
覚

え
ま
し
た
。

　

小
学
５
・
６
年
生
の
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
は
、

毎
日
の
よ
う
に
馬
た
ち
と
触
れ
合
い
、
楽
し
い

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

乗
馬
は
、
自
分
よ
り
何
倍
も
大
き
な
動
物
を
思

い
の
ま
ま
に
動
か
す
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
馬
の
手
入

れ
は
も
ち
ろ
ん
、
馬ば

ぼ

う房（
馬
の
部
屋
）掃
除
か
ら
鞍く

ら

の
装
着
、
手
綱
付
け
ま
で
声
を
掛
け
、
愛
情
を
込

め
て
信
頼
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

だ
ん
だ
ん
と
団
員
が
増
え
、
練
習
に
も
気
合
い

が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
僕
自
身
は
、
人
と
馬
が
一

つ
に
な
っ
て
障
害
物
を
飛
び
越
え
る
競
技
が
得
意

に
な
り
、
高
さ
も
地
上
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら

１
４
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
飛
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
障
害
物
に
馬
を
向
け
て
、
少
し
で
も

自
分
の
気
持
ち
に
弱
み
や
迷
い
が
あ
る
と
、
馬
は

乗
り
手
の
気
持
ち
を
読
み
、
飛
ば
ず
に
逃
げ
て
し

ま
い
ま
す
。
障
害
物
に
挑
む
と
き
は
、
強
い
意
思

で
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。
体
重
５
０
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
る
馬
と
一
体
に
な
り
、
空
を
舞
う
気
持

ち
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
は
、
乗
馬
だ
け

で
は
な
く
、
ほ
か
の
何
か
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も

逃
げ
な
い
自
分
に
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
少
年
団
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
精
神
、
礼
儀
な
ど
の
こ
れ
か
ら
大
切
に
な
っ
て

く
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
僕
は
、
こ
の
少
年
団

に
入
団
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
し
、
学

ぶ
こ
と
で
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

東
海
乗
馬
少
年
団
で
活
動
し
て

東
海
乗
馬
少
年
団
で
活
動
し
て

水
戸
商
業
高
等
学
校
１
年

水
戸
商
業
高
等
学
校
１
年綿綿わ

た

ひ

き

わ

た

ひ

き引引　　

翔翔し

ょ

う

た

し

ょ

う

た汰汰
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挙
げ
て
読
書
環
境
を
整
備

し
た
結
果
、
平
成
18･

19
年

度
に
は
全
員
が
１
年
間
に

50
冊
以
上
を
読
み
、
３
０
０

冊
以
上
読
む
児
童
も
増
え

て
き
た
と
か―

―

。
今
で

は
、９
割
以
上
の
児
童
は〝
読

書
が
好
き
〞と
話
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
受
賞
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

照沼小学校６年生による１年生の教室での照沼小学校６年生による１年生の教室での
読み聞かせ活動読み聞かせ活動
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【
俳
句
】

亡
き
夫
の
面
影
浮
か
ぶ
黄
水
仙

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

今
朝
も
踏
む
ペ
ダ
ル
の
軽
く
山
笑
う

東　

海　

佐
藤　

と
よ

白
梅
の
狭
き
小
庭
に
凛
と
咲
く

東　

海　

片
野　

紀
夫

観
梅
の
庭
園
散
歩
親
子
連
れ

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

冬
寒
に
た
え
て
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
も
あ
り

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
て
花
の
下

村　

松　

松
本　

正
勝

花
盛
る
下
に
し
ば
し
の
雨
宿
り

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

阿
ヶ
漕
浦
乗
っ
て
み
た
い
ね
花
い
か
だ

外　

宿　

西
山　

純
一

打
つ
波
に
巌
が
楯
の
城
ヶ
崎

白
方
中
央　

根
本　
　

武

天
道
虫
日
の
丸
三
つ
背
負
い
け
り

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

寝
語
り
は
子
か
ら
孫
へ
と
万ば

ん

愚ぐ

節せ
つ

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

　
　

【
短
歌
】

散
る
梅
に
手
植
え
し
夫
を
偲
ぶ
日
は
桜
桃

の
花
彩
り
そ
え
る

 

内　

宿　

村
上　

文
江

蓬
餅
は
め
ば
遥
か
に
遠
い
日
の
母
の
に
ほ

ひ
の
ふ
と
蘇
れ
り

南　

台　

根
本
内
俊
男

二
十
余
年
経
し
校
庭
の
桜
咲
き
新
入
生
を

待
ち
て
静
も
る　

船　

場　

舛
井
庫
之
助

数
年
前
勿
来
の
関
に
見
し
桜
道
も
狭せ

に
散

る
並
木
な
つ
か
し
き外　

宿　

高
槌　

す
み

悲
し
み
に
似
た
る
か
た
ち
に
身
の
縮
む
鮑

あ
わ
び

焼
き
お
り
コ
ン
ロ
の
上
に

須
和
間　

柴
山　

靖
子

三
人
の
ひ
ま
ご
の
喜
ぶ
鯉
の
ぼ
り
五
月
の

空
に
矢
車
の
音
す

舟
石
川
駅
東　

工
藤
和
一
郎

東海村芸術祭
５月18日（日）～７月５日（土）

 

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャ

ラリー（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　　ＧＡＬＬＥＲＹＳＴＡＴＩＯＮ　　ＧＡＬＬＥＲＹ

ハ
ネ
ム
ー
ン
よ
り
帰
り
来
し
桜
の
日
は
ち

き
れ
そ
う
な
笑
顔
が
永と

遠わ

に

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

春
の
色
濃
き
夜
の
道
歩
み
い
て
心
た
の
し

く
老
い
を
わ
す
る
る緑

ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

ほ
の
か
に
も
乳
の
匂
い
す
赤
ち
ゃ
ん
に
頬

ず
り
す
れ
ば
愛い

と

し
さ
の
増
す

 

外　

宿　

小
林
美
代
子

湯
上
り
の
十
代
の
孫
逞
し
く
な
り
し
と
思

い
頼
も
し
く
見
る

村　

松　

高
橋　

正
弘

移
植
せ
し
庭
の
桜
木
こ
の
春
は
枝
た
わ
む

ほ
ど
花
の
咲
き
い
る

 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

手
に
汗
を
か
き
つ
つ
見
入
る
こ
の
一
番
闘

志
あ
ら
は
な
る
二
人
の
横
綱

 

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

　
　

【
川
柳
】

詰
め
放
題
袋
や
ぶ
け
て
ガ
ム
テ
ー
プ

白
方
中
央　

関
口　
　

満

豊かな感性で伸び伸びと表現された

作品の数々に触れ、心安らぐひとと

きをお過ごしください。皆さんのご来

場をお待ち

しています。

※各展示の

最終日は午

後３時まで

自分の絵展 2008
～絵画教室「アートガーデン陽」生徒作品展～
5月11日（日）～5月17日（土）

美術
前期 ５月18日（日）～ 24日（土）
後期 ５月25日（日）～ 31日（土）

華道
前期 ６月１日（日）～３日（火）
後期 ６月４日（水）～７日（土）

技　芸 ６月８日（日）～14日（土）

芸術祭の日程は、順次「広報とうかい」でお知らせします

絵画教室で学ぶ幼稚園生から大人ま

での40人による個性あふれる作品

展です。「全日本学生美術展」特選作

品２点を含む油彩･水彩を計130点

展示します。な

お ５ 月13日（火）

と14日（水）の 午

後１時30分から

３時まで絵画体

験ワークショッ

プを開催します。

※最終日は午後

３時まで
６年生）の作品「闇に挑め」

東

海

村

芸

術

祭

東

海

村

芸

術

祭

　

東
海
村
芸
術
祭
で
は
、
東
海
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
る
展
示
の
ほ
か

に
、
茶
会
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
社
交
ダ
ン

ス
が
行
わ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

薄う
す
ち
ゃ
せ
き

茶
席（
い
ち
え
会
）

■
日　
　

時 

６
月
１
日（
日
）　

午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
場　
　

所 

中
央
公
民
館

■
申
し
込
み
・
問
合
せ 

入
席
希
望
の

方
は
、
５
月
31
日（
土
）ま
で
に
、
小

林
宗
久
さ
ん（
☎
282
局
９
０
５
９
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

芸
能
部
門

一
部
・
ス
テ
ー
ジ
発
表

■
日　
　

時 

６
月
８
日（
日
）　

午
後

１
時
〜
午
後
５
時
15
分

■
場　
　

所 

文
化
セ
ン
タ
ー

■
催

し

物

 

東
海
太
鼓･

フ
ラ
ダ
ン

ス･

筝
曲･

カ
ラ
オ
ケ･

津
軽
三
味
線

･

民
謡･

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス･

オ
カ
リ
ー

ナ･

尺
八･

吟ぎ
ん
え
い
け
ん
し
ぶ

詠
剣
詩
舞

二
部
・
社
交
ダ
ン
ス

■
日　
　

時 

６
月
８
日（
日
）　

午
後

６
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
場　
　

所 

村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

■
参

加

費 

無
料

問

合

せ

石
田
正
久
さ
ん（
☎
283
局
１
１
６
４
）

宮下和さん（舟石川小学校
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募集募集

平成 20 年４月１日現在
前月比

世帯数 13,628 世帯 ＋ 36
総人口 36,293 人 － 17
　男 18,232 人 － 1
　女 18,061 人 － 16

人口と世帯数

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

10 ●

■日　　時 ６月１日（日）　午前９時から
■場　　所 総合体育館
■種　　目 団体戦…一般男子Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、一般女
子Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ　個人戦…一般男子Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、一般
女子Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ　
■参 加 費 1,500円／チーム、400円／人　※
小･中学生は半額となります。
■申し込み・問合せ 総合体育館に備え付けの
申込用紙に必要事項を記入の上、５月20日
（火）までに、柏葉光子さん（☎282-4551）へファ
クシミリ（FAX282-4551）で申し込むか、総合
体育館の申込箱に入れてください。

東海村春季卓球大会参加者募集

　児童を対象として絵の基礎を楽しく学びます。
■活動日時 毎月第１･２土曜日　午前10時～正午
■場　　所 中央公民館
■対　　象 村内在住の幼稚園児から小学生ま
での方

■会　　費 1,800円／月
■問 合 せ 荒井須磨子さん（☎283-2313）

子供絵画サークル会員募集

　暮らしに役立つテーマの講座を通じて、ふる
さとづくり活動の女性リーダーを育成する、ふ
るさと女性大学「葦

あし

の会」の学生を募集します。
■期　　日 ７月11日（金）、８月７日（木）、９
月３日（水）、10月20日（月）、11月18日（火）、
平成21年１月16日（金）　（全６回）

■場　　所 茨城県総合福祉会館（水戸市千波
町1918）

■対　　象 村内在住の女性
■受 講 料 1,000円／人（資料代）
■申し込み・問合せ ６月13日（金）までに、経
済環境部経済課農業振興担当（内線1435）へ
申し込みください。

ふるさと女性大学「葦の会」学生募集ふるさと女性大学「葦の会」学生募集

国土交通省では、河川を見守る河川愛護モニ
ターを募集します。日常生活の範囲内で知り得
た情報を河川管理者に伝えるのが主な活動です。
■期　　間 ７月１日（火）～平成22年６月30
日（水）（２年間）
■場　　所 常陸河川国道事務所が管轄する那
珂川･久慈川と支川（涸沼川･桜川･藤井川･里
川･山田川）
■対　　象 那珂川･久慈川や支川から５㎞以
内に居住する満20才以上の方
■定　　員 ７人程度
■謝　　礼 実費程度
■申し込み・問合せ ５月30日（金）までに、常
陸河川国道事務所河川管理課（☎0294-72-3175
　FAX0294-73-1310）へ電話またはファクシミ
リでご連絡ください。応募用紙を郵送します。
なお詳しくは、東海村建設水道部道路整備課
（内線1235）に備え付けの応募要領または、常
陸河川国道事務所ホームページ（http://www.ktr.
mlit.go.jp/hitachi/index.htm）をご覧ください。

河川愛護モニター募集

■日　　時 ６月14日から６月29日までの毎週
土･日曜日（全６回）　土曜日…午後１時～３
時　日曜日…午前９時～ 11時

■場　　所 村テニスコート
■対　　象 ①村内に在住･在勤･在学中②東海
村テニス連盟の登録者③前記いずれかの同居
家族――で、中学生以上の方

■定　　員 50人（定員を超えたときは人数を
調整する場合があります）

■申し込み ６月７日（土）までに、所定の申込
書に必要事項を記入の上、村テニスコートク
ラブハウス（☎282-8571）へ申し込みください。

■問 合 せ 岸本克己さん（☎090-7421-4679）

平成20年度第１回初・中級者テニス教室参加者募集参加
費

参加
費

2,00
0円／

人
2,00

0円／
人
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５月の休日診療日程
診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
期日 病医院名 電話番号
11日（日）東原クリニック 283-2301
18日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
25日（日）村立東海病院 282-2188
救急医療機関をお探しのときは… 電話番号
茨城県救急医療情報コントロールセンター

（毎日･24時間対応）241-4199

茨城子ども救急電話相談（毎日 午後６時30分～10時30分）

電話番号
254-9900
＃8000（プッシュ回線用加入電話、携帯
電話NTTDoCoMo･KDDI･SoftBank）

　中国人講師の指導の下、少人数で学べます。
■活動日時 毎週金曜日　初級…午後６時～７
時　中級…午後７時～９時
■場　　所 中央公民館
■対　　象 初級…入門課程を１年以上学習し
た方　中級…初級課程を１年以上学習した方

■定　　員 若干名
■会　　費 初級…2,000円／月　中級…4,000
円／月（５人未満の場合は負担増）

■申し込み・問合せ 篠原遙さん（☎282-1460）

「中国語を学ぶ会」会員募集「中国語を学ぶ会」会員募集

社交ダンスを通して、健康促進を図りながら
の交流を楽しみませんか。見学は自由です。
■活動日時 毎週木曜日　午後６時30分～９時
■場　　所 中丸コミュニティセンター
■対　　象 初･中級者
■会　　費 3,000円／月
■申し込み・問合せ 小林登さん（☎282-0342・
090-5532-9890）

社交ダンスサークル「スターライト」会員募集社交ダンスサークル「スターライト」会員募集

●● 11 11

チャレンジスクール参加者募集

乗馬の部
■期　　日 土曜クラス…５月24日･31日、６
月７日、予備日６月14日　日曜クラス…５月
25日、６月１日･８日、予備日６月15日

■時　　間 午後２時～３時30分
■場　　所 東海馬事苑（舟石川845-4）
■対　　象 村内在住･在勤（同居家族を含む）･
在学で、中学生以上の方

■定　　員 各クラスとも先着10人（計20人）
■参 加 費 各クラスとも5,000円／人

卓球の部
■期　　日 ６月10日から７月１日までの毎
週火･金曜日（全６回）　※６月24日（火）を除
きます。

■時　　間 午後６時30分～８時30分
■場　　所 総合体育館
■対　　象 村内在住･在勤（同居家族を含む）･
在学で中学生以上の方

■定　　員 先着25人（最少催行人員10人）
■参 加 費 2,000円／人

申し込み・問合せ
５月14日（水）以降、乗馬の部は22日（木）ま

で、卓球の部は６月５日（木）までのそれぞれ
午前９時～午後５時の間に、参加費を添えて
総合体育館（☎283-0673）へ申し込みください。

■日　　時 ５月18日（日）　午前９時～正午
■場　　所 消防庁舎（会議室）
■対　　象 普通救命講習未受講の方または、
普通救命講習修了証を交付されてから２年
が過ぎている方（修了証をお持ちください）。

■定　　員 先着20人（最少催行人数５人）
■内　　容 心肺蘇生法、ＡＥＤ（自動体外式
除細動器）の使用法、止血法等　※実技主体

■参 加 費 無料
■そ の 他 ①動きやすい服装で参加してくだ
さい。②受講者には普通救命講習修了証を交
付します。③職場･サークル等で５人以上集
まればいつでも開催します。ご相談ください。

■申し込み・問合せ ５ 月13日（火）か ら17
日（土）までに、消防署救急救助担当（☎
282-2038）へ申し込みください。

普通救命講習会参加者募集

■雇用期間 ７月１日（火）～９月10日（水）
■勤務時間 午前８時30分～午後５時　※７
月20日（日）～８月20日（水）は午後７時まで。
勤務時間についてはご相談ください。

■対　　象 18歳以上（高校生を除く）で、25
メートル以上泳ぐことができる方（50人）

■選考日・選考方法 ６ 月14日（土）･15日（日）
のいずれかに面接試験を行います。
■申し込み・問合せ 履歴書に勤務できない日
を記入の上、６月8日（日）までに総合体育館
（☎283-0673）へ申し込みください。

　サンフラワーこどもの森保育園では、親子で参
加する育児講座を開催します。参加は無料です。

■場　　所 サンフラワーこどもの森保育園
■申し込み・問合せ ５月13日（火）以降（土･日曜日、
祝日を除く）の午前10時～午後３時にサンフラワーこ
どもの森保育園（☎287-7111）へ申し込みください。

育児講座参加者募集育児講座参加者募集

賃
金

賃
金

910
円／
時

910
円／
時 東海スイミングプラザプール監視員募集

講 座 名 歌あそび 親子でリズム

期　　 日 ５月21日（水） ７月２日（水）
時　　 間 午前10時～11時

対　　 象 乳幼児とその保護者
２才から就学前までの
幼児とその保護者

定　　 員 先着30組 先着20組
講　　 師 おたまじゃくしの会 園育児支援担当
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■日時・内容・場所

　※「運動教室」については、男性の参加者のみ、「男性のための運動
教室」（平成20年４月25日発行の「広報とうかい･お知らせ版」に掲

載）の日程で受けることもできます。

■対　　象 腹囲が男性85㎝以上･女性90㎝以
上でメタボリック症候群に関心がある方、
またはその家族（20人程度）

■申し込み・問合せ　５月30日（金）までに、保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

12 ●

エトセトラエトセトラ

「メタボリック症候群予防教室」参加者募集
参加
費

無　
料

期 日 時間 内 容 場 所

６月９日（月）
10:00
～13:00

管理栄養士による
講話と調理実習 総合福祉

センター「絆」
６月17日（火）

10:00
～11:30

食事の
工夫について

６月27日（金）９:30
～10:30

運動教室
中丸コミュニティ
センター７月２日（水）

７月８日（火）
または９日（水）

10:00
～12:00

「食生活を
振り返ろう」

総合福祉
センター「絆」

７月16日（水）９:30
～10:30

運動教室
中丸コミュニティ
センター７月25日（金）

８月５日（火）
９:45
～11:00

修了式等
総合福祉
センター「絆」

　絵本や紙芝居を楽しんだり、戸外で自然と触れ
合いながら、楽しい親子の時間を過ごしませんか。
■期　　日 ５月14日（水）･28日（水）
■時　　間 午前10時～ 11時
■場　　所 笠松運動公園（第三駐車場駐輪場集合）
■対　　象 村内在住の０歳から就学前までの
乳幼児とその親

■そ の 他 事前の申し込みは必要ありません。
■問 合 せ 地域子育て支援センター（百塚保
育所内　☎270-5660）

子育て支援事業「ハッピーランド」を開催します

平成20年度
一日保育事業を実施します
　園児と一緒にいろいろな遊びを体験し、友達

と遊ぶ楽しさを知ることができる「一日保育」を

実施します。なお、実施日には、子育て相談も

行いますので、お気軽にご参加ください。

●日 程 等 

●時　　間 午前10時～ 11時

●場　　所 村松保育所

●対　　象 村内在住の０歳から就学前までの

乳幼児とその親

●費　　用 無料

●問 合 せ 村松保育所（☎282-3700）

期　　日 内　　容

５月21日（水） 屋外遊び

６月18日（水） 屋内遊び

７月16日（水） 水遊び

９月17日（水） リズムに合わせて遊ぶ

10月15日（水） 運動会ごっこ

11月19日（水） 散歩

12月17日（水） クリスマス会

平成21年１月21日（水）おもちゃを作って遊ぶ

平成21年２月18日（水）歌を楽しむ

平成21年３月３日（火）ひなまつり会

　「関東地方環境美化運動の日」に合わせ、春の
一斉クリーン作戦を実施します。環境をいたわ
る心をはぐくみ、不法投棄やポイ捨てのない、
きれいな街にしましょう。
■日　　時 ６月１日（日）　午前７時～８時　
※雨天の場合は６月８日（日）に順延

■場　　所 村内全域
■問 合 せ 経済環境部環境政策課環境保全担
当（内線1451）

春の一斉クリーン作戦を実施します

　生ポリオワクチンはポリオ（小児まひ）に対する免
疫をつくるもので、２回（投与間隔を41日以上空け
ること）の投与が必要です。
■日　　時 ５月19日（月）または20日（火）の午
後１時15分～２時　※いずれかの日時にお受
けください。
■場　　所 保健センター
■対　　象 生後３か月から７才６ヶ月までの乳幼児
■そ の 他 当日は自宅で体温を測り、母子健
康手帳と問診票を忘れずにお持ちください。
■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

生ポリオワクチンの投与生ポリオワクチンの投与

壊れたおもちゃを直します壊れたおもちゃを直します
　おもちゃの病院「おもちゃクリニックとうかい」
では壊れてしまった大切なおもちゃを直します。
■活 動 日 毎月第２･第４火曜日
■時　　間 午後１時～３時
■場　　所 総合福祉センター「絆」
■費　　用 協力金100円と部品代　※部品代
は事前に見積もります。　　
■問 合 せ 吉津亮さん（☎283-1448）

参加
費

参加
費

無
料

無
料

「心と身体のスリム化計画」
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■試 験 日 ８月26日（火）
■試験会場 常磐大学（水戸市見和1-430-1）また
は県立土浦第二高等学校（土浦市立田町9-6）
■願書の請求 願書は５月12日（月）から茨城
県保健福祉部生活衛生課と県内の保健所で配
布しています。郵送を希望する方は、返信用
封筒（角型２号に140円切手を張り、あて先を
明記の上、朱書きで「製菓衛生
師試験受験願書希望」と記入し
たもの）を同封し、茨城県保健
福祉部生活衛生課食の安全対策
室（〒310-8555　水戸市笠原町
978-6）へ請求してください。

■申し込み ７月17日（木）･18日（金）に、本人
または代理人が、県内の保健所へ直接願書を
お持ちください。
■問 合 せ 茨城県保健福祉部生活衛生課食
の安全対策室（☎301-3424　ホームページ
http://www.shoku.pref.ibaraki.jp）

となりのまちからとなりのまちからとなりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイドイベントガイドイベントガイド

城里町●ホロルの湯
　アルカリ性単純温泉の「ホロルの湯」には、露
天風呂や湯冷めしにくいという評判の薬湯、25
メートル３コースの温水プールなどがあります。
◆利用時間 午前10時～午後９時
◆休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
◆利 用 料 大人…800円、小人…400円　※午
後５時以降／大人…500円、小人…300円　土・
日曜日、祝日／大人…1,000円、小人…500円
◆問 合 せ 城里町健康増進施設「ホロルの湯」
（☎288-7775）

水戸市●水戸室内管弦楽団定期演奏会
小澤征爾が指揮する水戸室内管弦楽団第72

回定期演奏会の模様を、臨場感あふれる音質と
鮮明な大スクリーンの映像で、水戸芸術館コン
サートホールから生中継します。
◆日　　時 ５月28日（水）　午後６時30分～９時
（開場…午後５時30分）
◆場　　所 水戸市千波公園ふれあい広場（芝
生）　※雨天時は水戸市民会館ホールにて開催
◆入 場 料 無料
◆問 合 せ 水戸市芸術振興財団（☎227-8111）

　社会福祉協議会は、住民１人ひとりが安心し
て暮らせるまちづくりを目指し、住民参加によ
る地域福祉事業や福祉活動啓発事業などを行う
ための事業費として本年度も社会福祉協議会会
員会費を募っています。趣旨をご理解の上、ご
協力をお願いします。
■納入方法 ①自治会に加入している世帯…自
治会長･班長(常会長)を通して取りまとめ中
です。②自治会･班（常会）に未加入世帯…社
会福祉協議会へお持ちいただくか、電話連絡
をいただければ、職員がご自宅を訪問します。

■会員会費 普通会員…300円以上　特別会員
…1,000円以上　法人会員…5,000円以上
■問 合 せ 東海村社会福祉協議会 （☎282-2804）

社会福祉協議会の会員会費納入にご協力を！

茨城県製菓衛生師試験の実施について

　茨城県調理師試験の実施に伴い、予備講習会
を開催します。

茨城県調理師試験
■日　　時 ８月26日（火）　午前９時15分から
■場　　所 常磐大学（水戸市見和1-430-1）また
は県立土浦第二高等学校（土浦市立田町9-6）
■受 験 料 6,400円／人

予備講習会
■日　　時 ８月21日（木）･22日（金）　午前９
時～午後４時
■場　　所 ワークプラザ勝田（ひたちなか市
東石川1279）
■受 講 料 29,000円／人

申し込み・問合せ
　５月12日（月）～７月11日（金）までに、ひた
ちなか調理師会東海支部（「渚」大上登喜男さん
☎282-2462）へ申し込みください。

平成20年度茨城県調理師試験と予備講習会平成20年度茨城県調理師試験と予備講習会

ご家庭に心の病気を持つ方がいる村内在住の
家族の方を対象に、本人に対する接し方や日ご
ろ抱えている不安や悩みについて懇談･意見交
換等を行う「家族交流会」を開催します。
■期 日 ５月16日（金）　
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 なごみ･総合支援センター
■申し込み・問合せ なごみ･総合支援セン
ター（☎287-2525）

家族交流会のお知らせ家族交流会のお知らせ参加
費

参加
費

無　
料

無　
料

　心の病気･悩みを持つ方または、その家族など
を対象に精神科医師や保健師が相談に応じます。
■日　　時 毎月第２木曜日･第３水曜日の午後
２時から

■場　　所 ひたちなか保健所
■そ の 他 相談の日時は変更になることもあ
りますので、事前に確認してください。

■申し込み・問合せ 相談を希望される方は、
ひたちなか保健所健康指導課精神保健担当
（☎265-5647）へ申し込みください。

ひたちなか保健所精神保健相談のお知らせ費
用

無
料
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と
う
か
い
５
月
10
日
号

わ
が
家
は
主
人
と
娘･

優ゆ

う

か楓（
２
歳
６
か

月
）と
私
の
３
人
暮
ら
し
で
す
。

娘
と
私
は
、
私
の
仕
事
の
都
合
で
今

年
１
月
に
千
葉
県
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た

の
で
す
が
、
主
人
は
一
足
早
く
、
昨
年
の

９
月
に
引
っ
越
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
私

は
今
ま
で
千
葉
県
か
ら
離
れ
た
こ
と
が
な

く
、
実
家
も
近
く
に
あ
っ
た
の
で
、
県
外

へ
出
る
こ
と
に
と
て
も
不
安
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
主
人
と
娘
が
一
緒
な
の
で
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
い
、
引
っ
越
し
す
る
こ
と

を
決
心
し
た
も
の
の
、
友
達
は
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
、
家
事
や
子
育
て
は
、
ち
ゃ
ん

と
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
不
安
な
毎
日
で

し
た
。

私
は
、
千
葉
県
に
い
た
と
き
は
実
家
に

娘
を
預
け
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
実
家
の

母
に
頼
っ
て
ば
か
り
で
、
そ
れ
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
離

れ
て
み
て
初
め
て
親
の
あ
り
が
た
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
母
親
に
は
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

引
っ
越
し
を
機
に
私
は
こ
れ
ま
で
働
い

て
い
た
職
場
を
辞
め
ま
し
た
。
今
ま
で
は

娘
の
そ
ば
に
い
る
時
間
が
少
な
く
、
娘
に

は
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
今
は
一
緒
に
い
る
時
間
が
増

え
て
、
引
っ
越
し
て
き
て
良
か
っ
た
な
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
、
娘
の
成
長
し
て
い
く
姿
を
見

る
と
と
て
も
う
れ
し
く
、
今
２
歳
６
か
月

な
の
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
言
葉
を
覚
え
て

い
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
間
に
そ
ん
な
言

葉
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思

う
と
、
私
が
普
段
話
し
て
い
る
口
調
と
同

じ
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
下

手
な
こ
と
は
言
え
な
い
な
ぁ
と
日
々
反
省

し
て
い
ま
す
。

最
近
、
娘
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
番
組「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」を
見

て
、
歌
の
お
兄
さ
ん･

お
姉
さ
ん
と
一
緒

に
、
マ
イ
ク
を
持
ち
な
が
ら
歌
っ
て
踊
る

こ
と
み
た
い
で
す
。
歌
手
に
な
る
と
言
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

主
人
は
時
々
、
私
が
忙
し
く
大
変
そ

う
に
し
て
い
る
の
を
見
掛
け
る
と
、
気
を

遣
っ
て
く
れ
、
娘
の
面
倒
を
見
て
く
れ
ま

す
。
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
何
か
あ
る
と

支
え
て
く
れ
て
、
や
っ
ぱ
り
一
番
頼
り
に

な
る
人
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
家
族
３
人
で
助
け
合
い
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
娘
の

一
日
一
日
の
成
長
を
大
切
に
、
穏
や
か
に

生
活
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
は
家
族
３
人
で
一
緒
に
い
る
こ
と
が

と
て
も
楽
し
い
で
す
。

わ
が
家
の

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記

子
育
て
奮
戦
記
●●
表
紙
の

表
紙
の[[

ひ
と
ひ
と]]

右右う

こ

ん

う

こ

ん近近  

美美み

ち

こ

み

ち

こ

智
子
智
子

〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-86

夢は…。“パティシエ”

照沼小学校５年●渡
わた な べ

部龍
りゅういち

一

僕の夢はパティシエになることです。

「パティシエになりたい」というぼくの夢を聞くと、

ほとんどの人は「男の子なのに…。サッカーとか、野

球の選手がいいんじゃない」と言います。

でも、“３つ星レストラン”のシェフや有名なパテ

ィシエには男の人が多いので、“パティシエ”に男の子、

女の子の区別はないと思います。

僕は、“世界中の人から喜ばれるケーキ”を作りた

いのです。一目見たら思わず食べたくなるケーキ、一

口食べたらみんながにっこりするケーキが作りたいの

です。

クラスの中には、ニンジンやピーマン、グリンピー

スを食べられない人がいます。だから、野菜などの素

材を生かしながら、そういう人も喜んで食べられるケ

ーキを作り、世界中から好き嫌いをなくしたいです。

ちびっこ
美術館

飛行機（ひこうき）

　家族で見に行った空港での飛行機

を描いてくれた啓吾くん（５歳）。

　「かっこよかったよ！まだ乗った

ことないけど、いつか乗りたいな」

と、乗ったときを想像しているよう

な笑顔で話してくれました。

●駒
こま

　啓
け い ご

吾くん

みぎわ
幼稚園




